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夏の陽射しがまぶしく降り注ぎ、学校の中庭

では子どもたちの昆虫採集の声が響き渡る季

節となりました。子どもたちは、待ちに待った水

泳の授業に歓声を上げながら、水しぶきを上

げて元気いっぱいに活動しています。水の中で

のびのびと体を動かす姿からは、日々の成長と

たくましさが感じられ、見守る私たちにも元気

を分けてくれているようです。 

 この季節になり、学校で水泳の学習が始まる

と、自分が小学生だった時のことを思い出しま

す。当時、私は運動が得意で自信をもっている

子どもでした。しかし、水泳だけはどうも苦手

で、できればプールに入りたくない、見学した

い、と考えているほどでした。水は冷たいし、手

や足を動かしても思ったように前に進まない。

そこに楽しさを見出すことはできませんでした。

中でも最もつらかったのは息継ぎです。どんな

に顔を上げて、息を吸い込んでも苦しさは増す

ばかり。どうにもうまくできず、2，3 回無理やり

息継ぎをするとプールの底に足をついてしまう

のが定番です。 

 

「息を全部吐き切るといいよ。」とか「鼻から吐

いて口から吸うといいよ。」などたくさんのアド

バイスをもらいましたが、全くいい感じになり

ません。その後、水泳が得意な友達に教わっ

たり、市営プールに通ったりするうちに２５ｍを

泳げるようになりましたが、その中で私の心に

響いたアドバイスは「力を抜くといいよ。」でし

た。小学生同士の会話だったので、今思えば

不十分なものだったかもしれませんが、今でも

自分で体得した「こつ」として私の心にずっと

残っています。 

さて、「こつ」をつかむ、とよく言いますが、

「こつ」の正体とはいったい何なのでしょうか。

一説によると「骨」を語源とした言葉で、もとも

とは芸道におけるポイントやそれを会得する才

能のこと（三省堂語源辞典より）だったそうで

す。それがだんだん芸道だけでなく一般的に

用いられるようになり、今では物事をうまく処

理する要領や勘所を意味するようになったと

いうことです。子どもたちの学校生活の中では

水泳の他、縄跳びの二重とび、竹馬や一輪

車、算数の計算などにも共通してあり、一度

「こつ」をつかむと、その後も長い期間におい

て習得した状態が続くことがあります。不思議

なくらい上達することもあるため、簡単に手に

入ればよいのですが、その「こつ」は、空から

降ってくるものではなく、繰り返し取り組んだ

結果、自ら体得するものだと思います。私の経

験ではありますが、水泳の「こつ」をつかみ、

苦手を克服。今では水泳が大好きです。アド

バイスをくれた友達にも感謝しています。 

さあ、もうすぐ子どもたちが楽しみにしてい

る夏休みです。暑さに気を付けながらも精いっ

ぱい夏を楽しんでほしいです。 
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